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1,25(OH)2D、骨代謝マーカー（BAP, OC, PINP, NTX, DPD, PYD）を測定し、Cockroft&Gaultの式を用い、推定
GFRを算定した。 
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【結果】橈骨骨密度は、その総骨密度、海綿骨骨密度、皮質骨骨密度ともに、１年後には有意に減少した。単
回帰分析では、血清1,25(OH)2D濃度は各部位の骨密度変化量と有意な正の相関関係を示し（それぞれ、r＝0.434, 
p＝0.0012;r＝0.364,p＝0.0074;r＝0.350,p＝0.0101）、1,25(OH)2Dが低値な患者ほど骨密度は低下した。推定
GFRは総骨密度と皮質骨骨密度の変化量と有意な正の相関を示した。骨代謝マーカーではOC、NTXが骨密度変化
量と相関傾向がみられた。独立変数として年齢・性・糖尿病の有無・推定GFR・Ca・P・intact PTH・1,25(OH)2D
を選択し、橈骨骨密度変化量に影響する因子を多変量解析で検討したところ、総骨密度と海綿骨の骨密度変化
量に対し、血清1,25(OH)2D濃度が有意な独立した影響因子であった。  
【結論】保存期腎不全患者の骨密度は経過とともに有意に減少する。血清1,25(OH)2D濃度の低値が橈骨骨密度
減少量に関連する独立した影響因子である。 
 本研究者は、保存期腎不全における骨代謝病態の解明に寄与すると考えられ、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
